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経済企業委員会会議録 

 

令和２年１２月１５日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０６分閉議（実時間１１２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１１４号・令和２年度八代市一般会

計補正予算・第１２号（関係分） 

１．議案第１２０号・令和２年度八代市水道事

業会計補正予算・第１号 

１．議案第１２１号・令和２年度八代市簡易水

道事業会計補正予算・第４号 

１．議案第１２３号・専決処分の報告及びその

承認について（令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１０号（関係分）） 

１．議案第１３５号・八代市企業立地促進に関

する固定資産税の課税免除を定める条例の

一部改正について 

１．令和元年発議案第１３号・日本一のやつし

ろ産トマトをはじめ、やつしろのすべての

農産物の消費拡大推進条例の制定について 

１．発議案第２号・八代市農林水産業振興条例

の制定について 

１．所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（熊本県立八代農業高等学校との連携協力に

関する包括協定について） 

（農業委員会委員等の改選について） 

（株式会社トーヨーの株式追加譲渡について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  村 川 清 則 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     沖 田 良 三 君 

  農林水産部次長   中 村 道 久 君 

  理事兼農林水産政策課長 豊 田 浩 史 君 

 経済文化交流部長   中   勇 二 君 

  経済文化交流部次長 松 延 嘉 國 君 

  理事兼商工・港湾振興課長 田 中   孝 君 

  理事兼スポーツ振興課長 小 野 高 信 君 

 総務企画部 

  東陽支所長     上 村 英 司 君 

 部局外 

  水道局理事兼局長  松 田 仁 人 君 

  農業委員会事務局長 泉   宜 孝 君 

                              

○記録担当書記     鶴 田 直 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（村川清則君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから経済企業委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１１４号・令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１２号（関係分） 

○委員長（村川清則君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１１４号・令和２年度八代市一般会計
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補正予算・第１２号中、当委員会関係分を議題

とし、説明を求めます。 

 それではまず、歳出の第５款・農林水産業費

及び第１０款・災害復旧費について、農林水産

部から説明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）よろしくお願いします。 

 それでは、議案第１１４号・令和２年度八代

市一般会計補正予算・第１２号中、当委員会に

付託をされております第５款・農林水産業費及

び第１０款・災害復旧費につきまして、中村次

長に説明いたさせますので、御審議方よろしく

お願いいたします。 

○農林水産部次長（中村道久君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）農林水産部次長の中村です。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１１４号・令和２年度八代

市一般会計補正予算・第１２号中、当委員会に

付託されました農林水産部関係分につきまし

て、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産部次長（中村道久君） それではま

ず、繰越明許費についてを説明いたします。 

 別冊一般会計補正予算書の５ページをお開き

ください。 

 第２表、繰越明許費、款５・農林水産業費、

項１・農業費で、強い農業づくり支援事業です

が、１億８４２５万１０００円の繰越明許費を

設定しております。 

 繰越しの理由につきましては、補正予算が伴

いますので、後で説明いたします。 

 次に、農業水路等長寿命化・防災減災事業に

おきまして、１８５３万３０００円の繰越明許

費を設定しております。 

 繰越しの理由としましては、当初予定してい

た作物の植付け時期の変更により、工事工程等

の再調整、稲刈り後の残渣処理、その後の露地

野菜の作付作業に伴い、工事施工できない期間

が必要となり、年度内完了が困難となったため

です。 

 次に、農地耕作条件改善事業におきまして、

２７８９万５０００円の繰越明許費を設定して

おります。 

 繰越しの理由としましては、当初予定してい

た作物の植付け時期の変更による、地元調整な

どの工事工程等の再調整、露地野菜の収穫及び

残渣処理に伴い、工事施工できない期間が必要

となり、年度内完了が困難となったためです。 

 ６ページをお開きください。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費で、農業施設災害復旧事業におきま

して２億７１４１万円の繰越明許費を設定して

おります。 

 繰越しの理由としましては、災害査定が１１

月から１２月に実施され、その後の工事発注と

なることから、年度内での完成が困難となった

ためです。 

 次の林道施設災害復旧事業について、３億１

１００万円の繰越明許費を設定しております。 

 これも繰越しの理由につきましては、補正予

算が伴いますので、後で説明いたします。 

 続きまして、歳出を説明いたします。 

 予算書の２０ページをお開きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額２億９２５万１０００円

を計上し、補正後の金額を１３億４３０４万２

０００円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、新型コロナウイルス感染症対策事業と

しまして、補正額２５００万円を計上しており

ます。 

 これは、令和２年度６月追加補正予算におい

て、新型コロナウイルス感染症対策として農林

漁業者等事業継続対策特別支援金に要する経費
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について予算化していたものの、申請者数が見

込みより増加したため、給付金を支給する経費

について補正するものです。今回、個人の申請

者１件当たり１０万円を２５０件増加と見込ん

で計上しております。 

 なお、特定財源としましては、繰入金２１８

０万円を予定しております。 

 次に、強い農業づくり支援事業としまして、

補正額１億８４２５万１０００円を計上してお

ります。 

 これは、国の国産農畜産物供給力強靱化対策

事業交付金を活用し、新型コロナウイルスによ

り顕在化した新たな需要に対応すべく、輸入農

畜産物から国産に切り替え、継続的、安定的な

供給を図るために必要な、施設整備、改修等に

要する経費の一部を補助するものです。 

 事業主体は、株式会社かめやまで、レタス、

キャベツの集出荷施設の建設や、真空予冷機、

附帯設備の整備を予定しております。事業費３

億６８５０万３０００円に対し、補助金１億８

４２５万１０００円を予定しております。 

 特定財源としましては、全額県支出金を予定

しております。 

 なお、施設の建設等、工事日数に不足を生じ、

年度内完成が困難なため、全額繰越明許費を設

定しております。 

 次に、目４・園芸振興費で、補正額８３６万

５０００円を計上し、補正後の金額を３８９３

万２０００円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに説明いたします。 

 まず、攻めの園芸生産対策事業としまして、

補正額７００万円を計上しております。 

 これは、県の攻めの園芸生産対策事業補助金

を活用し、生産力を強化し国内外との競争に打

ち勝つ産地づくりを推進すべく、品種向上や生

産力向上、コスト低減などの対策に必要な、施

設、機械等の整備に要する経費の一部を補助す

るものです。 

 事業主体は、ＪＡやつしろ総合青果物センタ

ーアスパラ機械利用組合で、計量器、結束機、

コンプレッサーの整備を予定しております。事

業費２１００万円に対し、補助金７００万円を

予定しております。 

 特定財源としましては、全額県支出金を予定

しております。 

 次に、農業用ハウス強靱化緊急対策事業とし

まして、補正額１３６万５０００円を計上して

おります。 

 これは、令和２年度当初及び６月補正予算に

おいて、農業用ハウスの補強に要する経費につ

いて予算化していたものの、令和２年９月に追

加要望調査を行ったところ要望があり、事業費

が増加したため、不足額を補正するものです。 

 事業主体は、鏡町北新地の第五管理組合で、

非常用発電機２台の整備を予定しております。

事業費２７３万円に対し、補助金１３６万５０

００円を予定しております。 

 特定財源としましては、全額県支出金を予定

しております。 

 次に、目８・農地費で、補正額５７３万７０

００円を計上し、補正後の金額を１１億７１３

０万５０００円とするものです。 

 これは、市内一円土地改良整備事業で、八代

平野北部土地改良区及び八代平野南部土地改良

区が実施する団体営事業及び農業農村整備事業

に対して、八代市農業農村整備事業負担割合基

準に基づき、事業に係る市の負担割合を実施主

体に対して補助するものでございます。 

 実施主体は、八代平野北部土地改良区及び八

代平野南部土地改良区で、対象事業はまず、八

代平野北部土地改良区が実施する排水路護岸改

修Ｌイコール２０メーター及び用水路・排水路

ネットフェンス設置Ｌイコール６３メーターを

予定しております。次に、八代平野南部土地改

良区が実施する排水機場主ポンプ整備３基と用

水路改修Ｌイコール８７５メーター、用水機場
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主ポンプ更新１基を予定しております。 

 なお、特定財源として、県支出金４４万円、

市債４４０万円を予定しております。 

 次に、目９・水田営農活性化対策推進事業費

で、補正額６３７万３０００円を計上し、補正

後の金額を２４９２万円とするものです。 

 これは、県のくまもと土地利用型農業競争力

強化支援事業補助金を活用し、米を中心とした

土地利用型農業の競争力強化のため、効率的な

広域営農システムを構築するとともに、地域営

農組織の規模拡大、中山間地域の組織化、生産

コストの低減化を図るために必要となる施設、

機械等の整備に要する経費の一部を補助するも

のです。 

 事業主体は、株式会社アグリ日奈久で、トラ

クター、ロータリー等の導入を予定しておりま

す。事業費１２７４万７０００円に対し、補助

金６３７万３０００円を予定しております。 

 特定財源としましては、全額県支出金を予定

しております。 

 予算書の２３ページをお開きください。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費で、補

正額６３１７万３０００円を計上し、補正後の

金額を３億６８５７万８０００円とするもので

す。 

 これは、本年７月の豪雨災害で被災した農地

及び二見川と板持川の橋梁について、農業用施

設災害復旧事業として申請するため、復旧計画

に必要な測量設計委託料を補正するものです。 

 特定財源としましては、寄附金６３７万３０

００円、市債５６８０万円を予定しておりま

す。 

 次に、目２・林道施設災害復旧費で、補正額

３億１１００万円を計上し、補正後の金額を５

億７５５０万円とするものです。 

 これは、本年７月の豪雨災害で被災した、林

道坂本山江線など１５路線の工事請負費を補正

するものです。 

 特定財源としましては、県支出金１億８２３

８万８０００円、市債１億１５７０万円を予定

しております。 

 災害査定が今月下旬まで続き、災害査定を受

けてからの発注となることから、年度内での完

成が困難であるため、全額繰越明許費を設定し

ております。 

 予算書の２４ページをお開きください。 

 款１０・災害復旧費、項４・その他公共施設

・公用施設災害復旧費、目２・その他公共施設

・公用施設災害復旧費で、補正額３３０万円を

計上し、補正後の金額を５６７万９０００円と

するものです。 

 これは、本年７月の豪雨災害により浸水被害

を受けた、西部地区多目的集会施設の災害復旧

工事を行うものです。 

 特定財源としましては、市債３３０万円を予

定しております。 

 以上で一般会計補正予算・第１２号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 農林水産業費の新型コ

ロナウイルス感染症対策事業っていうことで、

２５００万の予算ということで御説明あったと

思いますが、当初より申請者数が増加したため

というようなことでしたけれども、当初３１０

件というのは個人のところですね、予定されと

ったですけれども、その見込みが甘かったのか

どうかっていう話なんですけれども、この増え

た理由っていうのをどのように分析されてるの

かっていうことで教えてください。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 農

林水産政策課、豊田です。 

 御質問の、当初見込みより増えた理由としま
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しては、当初想定していましたのが、当時もう

被害が発生しておりました、減収が発生してお

りましたイグサ生産者、それと、花の生産者、

この方々の７割を見込んでおりました。それ

で、見込みで個人３１０件、法人が１０件とい

うことで、３３００万円の予算としたところで

ございます。その後、状況が長引きまして、野

菜生産農家、こちらの方々の被害も発生してき

た、減収が発生してきたところでございます。

そして、そのほかに水産業、林業の被害も、減

収も発生しております。 

 当初見込みが３２０件で、農業だけで３２０

件でございました。その後、最終的に、今後の

増加を含めた見込みとしましては、最終見込み

が、農業が５３０件、水産業が３８件、林業が

２件、合わせまして５７０件、当初見込みよ

り、農業で２１０件、これ野菜農家の純増でご

ざいます、それと水産業３８件、林業２件とい

うことで、増加の２５０件ということで見込ん

でいるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、よく分かりまし

た。ありがとうございました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で第

５款・農林水産業費及び第１０款・災害復旧費

についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１８分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費、第９款・教育

費及び第１０款・災害復旧費について、経済文

化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）本日はよろしくお願いしま

す。 

 それでは、本委員会に付託されました議案第

１１４号・令和２年度八代市一般会計補正予算

・第１２号中、第６款・商工費及び第９款・教

育費並びに第１０款・災害復旧費の当部所管分

につきまして、松延次長より説明をさせますの

でよろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）経済文化交流部の松延で

ございます。よろしくお願いいたします。着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） それで

は、別冊となっております、議案第１１４号・

令和２年度八代市一般会計補正予算書・第１２

号をお願いします。 

 経済企業委員会付託分のうち、経済文化交流

部関係を説明いたします。 

 ３ページをお願いします。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額１４３４万１０００円を増額し、補正後の額

を３０億２８４万２０００円としております。 

 ２つ飛ばしまして、款９・教育費、項７・社

会教育費で、補正額１４９万３０００円を増額

し、補正後の額を、１３億８３９８万１０００

円のうち、経済文化交流部関係分７億４０５１

万２０００円としております。 

 次に、その下でございます。項８・社会体育

費で、補正額１４７万７０００円を増額し、補

正後の額を２億８３５０万５０００円としてお

ります。 
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 次に、４ページをお願いします。 

 款１０・災害復旧費、項４・その他公共施設

・公用施設災害復旧費で、補正額１９３０万円

のうち経済文化交流部関係分１６００万円を増

額し、補正後の額を、２８０４万５０００円の

うち経済文化交流部関係分２２３６万６０００

円としておりますが、詳細は後ほど説明させて

いただきます。 

 次に、７ページをお願いします。 

 第３表、債務負担行為補正の経済文化交流部

関係分のうち、８ページ中段の坂本町仮設店舗

賃貸借経費３億６０００万円について説明させ

ていただきます。 

 令和２年７月豪雨により被災した坂本町にお

いて、早期の事業活動再開を希望する被災中小

企業等が入居する集合型仮設施設を、道の駅坂

本に隣接する広場内に設置するもので、来年５

月下旬頃の整備完了を目指し、３月中に契約締

結するまで行えるよう、債務負担行為の設定を

行っております。 

 次に、２１ページをお願いします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で、補正額１３２９万３０００円を増額

し、補正後の額を２０億６０８４万８０００円

としております。 

 財源は、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金１５０万円と、財政調整基金か

らの繰入金１１７９万３０００円を充てること

としております。 

 説明欄の新型コロナウイルス感染症対策事業

・商店街活性化の１５０万円は、新型コロナウ

イルス感染症の影響により低迷する商店街にお

いて、まちなか活性化協議会による令和３年２

月開催予定のイベント、本町ｄｅひな祭りｗｉ

ｔｈ竹あかりへの補助に係る経費を計上してお

ります。また、ハーモニーホール（桜十字ホー

ルやつしろ）９４６万５０００円とサンライフ

八代２３２万８０００円は、本年４月から来年

３月末までの、新型コロナウイルス感染症の影

響により悪化した収支の赤字分の一部を、指定

管理者への補塡経費を計上しております。 

 次に、その下でございます。目３・観光費

で、補正額１０４万８０００円を増額し、補正

後の額を６億１６８万４０００円としておりま

す。 

 財源は、災害復旧事業債１００万円と地方交

付税４万８０００円を充てることとしておりま

す。 

 説明欄の、広域交流センターさかもと館（道

の駅）管理運営事業・豪雨災害は、令和２年７

月豪雨により被災した、広域交流センターさか

もと館（道の駅）の公用車購入としまして、軽

ワゴン車１台に係る経費を計上しております。 

 次に、２２ページをお願いします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目６・文

化財保護費で、補正額１４９万３０００円を増

額し、補正後の額を７億４０５１万２０００円

としております。 

 財源は、まちづくり交流基金からの繰入金を

充てることとしております。 

 説明欄の指定文化財保存管理事業は、本市の

石造りの文化が令和２年６月１９日付で新規に

日本遺産に認定されたことから、八代市日本遺

産活用協議会が実施する日本遺産の構成文化財

を広く紹介する展示物作成等の事業に対して、

市が負担する経費を計上しております。 

 次に、２３ページをお願いします。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目２・社

会体育事業費で、補正額１４７万７０００円を

増額し、補正後の額を３２４４万２０００円と

しております。 

 財源は、地方スポーツ振興費補助金１４２万

５０００円と地方交付税５万２０００円を充て

ることとしております。 

 説明欄の大規模スポーツ大会等誘致事業１４

２万５０００円は、官民一体となってスポーツ
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を生かした地域振興を促進する八代市スポーツ

コミッション（仮称）の設立に向け、同設立準

備委員会への負担金に係る経費を計上しており

ます。また、第６７回九州総合バドミントン選

手権開催事業５万２０００円は、令和３年５月

に開催予定の第６７回九州総合バドミントン選

手権大会兼２０２１年全日本総合バドミントン

選手権大会九州地区選考会に向け、実行委員会

を設立するための負担金に係る経費を計上して

おります。 

 次に、２４ページをお願いします。 

 款１０・災害復旧費、項４・その他公共施設

・公用施設災害復旧費、目１・商工施設災害復

旧費で、補正額１６００万円を増額し、補正後

の額を２２３６万６０００円としております。 

 財源は、災害復旧事業債を充てることとして

おります。 

 説明欄の令和２年７月豪雨災害復旧事業、商

工施設１施設は、７月豪雨により被災した広域

交流センターさかもと館（道の駅）の一部仮復

旧として、物販スペースと事務室を使用できる

よう復旧するための経費を計上しております。

あわせて、イベント交流施設鮎やなと川遊び交

流拠点施設かわの家については、安全対策とし

て外壁等を塞ぐなど、防犯上必要な最低限の整

備を行う予定ですが、工期については年度内の

完了が見込めませんので、繰越しをお願いする

ものでございます。 

 説明については以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 説明いただきましたけ

れども、まず１点目がですね、新型コロナウイ

ルス感染症対策事業っていうことで、ハーモニ

ーホールとサンライフ八代さんの収支の赤字分

の一部を補塡するというようなことで、それぞ

れに予算化されてますけれども、赤字分ってい

うのは総額はそれぞれお幾らなんですか。その

一部が今回提案されてるっていうふうに理解し

てるんですけど。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課の田中でございます。よろ

しくお願いします。 

 今の、議員御質問の部分でございますが、こ

こに挙げておりますのが、４月から半年間、

４、５、６、７、８、９――ん、４、５、６、

７、８、９――９ですね、はい。これを倍にい

たしまして、マックスということで上げておる

計算になっております。それぞれが４月、５月

をうちのほうの指示で、休館しておりましたの

で、４月、５月はもうほぼ満額になっておりま

すが、４月から半年間を倍として計算して想定

しておりますので、ここから、実際の赤字分に

ついては、それぞれ毎月の精査、精算というよ

うな形でですね、払っていくというようなこと

で考えております。 

○委員（野﨑伸也君） ということは、この補

塡額、例えばハーモニーホールにすれば９４６

５万っていうのが最高額であって、これも減っ

ていくんですよというような話ですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 あくまでも今現在はそうでございます、は

い。今後の、今現在のこの第３波っていうよう

な状況考えますと、その後はまた、検討もすべ

きではないかと思いますが今現在ということ

で、御理解いただければと。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。それ、

今のは分かりました。 

 このハーモニーホールもサンライフ八代さん

も、その主な赤字分っていうのは、人件費です

か。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 
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 歳入と、入りと出というような形になります

が、どうしても館の利用、いわゆる貸し館のほ

うの収入が減ってるというのが大きな原因にな

っております、はい。 

○委員（野﨑伸也君） それは分かるんですけ

ど、結果的にその赤字分は、人件費の分補塡す

るっていうような理解でよろしいんですか。違

います？ 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 そうですね。計算上となりますが、充てるこ

とになるとするとそういう考え方になろうかと

思います。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 引き続きよかですか。 

○委員長（村川清則君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。坂本町の

ですね、仮設店舗の関係で、債務負担行為って

いうことで、３億６０００万というようなこと

がありました。こちらのほうが５月にですね、

やりたいっていう話なんですけれども、今の状

況っていうかですね、進捗状況っていうのはど

んな状況ですかね。あと、その何店舗ぐらい入

られるのかとか、場所とかですね、この金額使

ってどういったものがですね、どういった規模

のやつができるのかとかは、ざっくりちょっと

話聞かせていただきたいと思います。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 田中でございます。 

 今現在、この仮設施設整備支援事業と申しま

して、独立行政法人中小企業基盤整備機構の予

算等を使って、満額なんですが、使ってやる予

定でございます。 

 場所といたしましては、道の駅坂本の球磨川

を目にして上がりますと左側に、緑地といいま

すか、があったところ、そこをですね、活用し

たいと考えております。 

 今のところ、事前にいろんな、商工会を通じ

まして、被災した事業者さんが対象となります

ので、お話をさせていただいた状況では現在１

１業者様が入る予定でございます。ざっくり申

しますと、小売で４店舗、飲食２店舗、その他

っていうような分け方で５者ということで、大

体１１の予定です。と、それに、トイレを１区

画ということで考えまして、制度的には、大体

５０平米～１００平米、１店舗っていうことに

なります。それまで、実際被災する前の面積等

が基準でございますが、そうしますと約８７０

平米ということになりますので、プレハブで、

いわゆるがっくり曲がりといいますか、そうい

うイメージでですね、造っていければというふ

うに考えております。 

 ただ、これも意向の状態ですので、今後、ま

た１２月下旬から１月上旬に向けて改めて市報

等で、そのほかに希望者いらっしゃらないかっ

ていうところまで確認をして、そこからまた事

業説明会、さらには、契約に向けてですね、進

めていければと思ってます。ただ今後の建設の

ほうは、プレハブで、あくまでも仮設で大体２

年ほどというような形でですね、進めてまいり

たいというふうに思ってます。 

 以上の段階では今そういう状況でございま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。今、１

１業者の予定されてるって話ですけど、今後も

また募集されてっていうことで、結果的にどれ

ぐらいのキャパいける、いけそうなんすか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 今現在は、余分という、何か余残にっていう

か、大体１つ２つ、まだ未定っていう方がいら

っしゃるもんですから、１区画、２区画ぐらい

が余るんではないかと思ってます。ただ、今後

の募集次第になりますので、仮にこれが予定を

超えた場合は、さらにまたその機構のほうとお

話ししまして新たに増設とかですね、そういう

ことも含めて、考える必要があるかなと思って

おります。 
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 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） よく分かりました。あ

りがとうございました。 

 引き続きもう一丁よかですか。 

○委員長（村川清則君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） すんません。教育費の

関係で、スポーツ大会の誘致事業ということ

で、１４２万５０００円ということでこれ、当

該団体への負担金という経費を補正ということ

で説明がありました。 

 八代市スポーツコミッション・仮称を設立さ

れるっていうことですけれども、これどういっ

た方々が集って、設立されるのかということが

１点と、その後にですね、説明されましたバド

ミントンのやつ、これも負担金の経費というこ

とで、５万２０００円っていうことでしたけれ

ども、１４２万５０００円と５万２０００円と

いうのが、えらく差があるんですけれども、そ

の差は何なんですか。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） ス

ポーツ振興課、小野でございます。 

 御質問のですね、スポーツコミッションの、

まずメンバーといいますか、こちらにつきまし

てはですね、今現在、スポーツコミッションの

設立準備委員会というのを今立ち上げまして、

そちらに対する負担金ということで、メンバー

としましては、スポーツ関係団体あるいは旅館

組合だとか、それと、宿泊とかあと輸送、そう

いったもののメンバーでですね、一応構成をす

る予定ということで、まだ詳細についてはです

ね、今後準備委員会のほうで検討するという形

にしております。 

 と、今回大規模誘致の１４２万５０００円に

つきましては、これについてはですね、費用弁

償、あるいは、来年一応スポーツコミッション

のほうを４月に立ち上げるのを目標としており

まして、そのときに使うパンフレットの作成と

か、あと、先進地視察の経費として計上してお

ります。 

 次に、九州総合バドミントン選手権大会の５

万２０００円という分についてはですね、来年

５月に一応開催を予定してる大会に向けて、本

年度実行委員会を立ち上げまして、検討を進め

ていく中で、そちらの委員さんたちに対する報

償費、費用弁償のほうを計上しております。 

○委員（野﨑伸也君） 内容は分かったんです

けども、その違いっていう、１４２万５０００

円と５万２０００円の違いというのは、そこに

関わっておられる方々の人数の差っていうふう

に捉えてよろしいですか。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） ス

ポーツ振興課、小野です。 

 スポーツコミッションに係る経費につきまし

ては、準備委員会の委員さんの費用弁償と、あ

とですね、先ほど言いました、パンフレットの

作成費及び先進地視察を計上してるので、１４

２万ということになっております。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、スポーツ

コミッション設立っていう、そのスポーツコミ

ッション自体がまず何なのかっていうのが分か

んないんですけど、そのバドミントンのほうも

同じように設立されるのに、こんなに差があっ

て大丈夫ですかっていうところを心配してるん

ですよ。５万２０００円で大丈夫なんですかっ

ていうところなんです、はい。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） 九

州総合バドミントン大会につきましてはです

ね、一応来年の５月開催予定ということで、今

年度、その会議を開く費用弁償のみを一応計上

しているというところです。スポーツコミッシ

ョンにつきましてはですね、来年４月に向け

て、もうその前のパンフレット作成とかってい

う部分を計上してるので、金額の差が出てきて

るという形です。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 例えばですよ、そのバドミントンのほうも、
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ある意味、八代市として、広くですね、ＰＲし

ていろんな人を呼びたいとか、いろんな考えが

あるんだろうと思うんですよね。こちらのほう

は、印刷物とかは大丈夫ですかね。そういうの

を心配してるんですよ。 

 もう１個言われた、スポーツコミッションっ

ていうのが来年４月設立しますよっていう話に

なったら、またこの団体に対するまた補助金だ

ったりとかそういうのが発生するのかどうかっ

ていうのも、心配してます。 

 そのスポーツコミッションっていうのが、先

ほども言いましたけど、何をしたいのか、どう

いう方向性を持ってやりたいのかっていうの

は、説明もらってないんで、できればそういう

ところをですね、まとめていただいて、また御

説明いただければというふうに思います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） ちょっと

スポーツコミッションあたりに説明が少し足り

なかったかと思うんですけども、これまでも、

大規模なスポーツ大会を誘致することで、スポ

ーツの振興だけではなく地元経済会にお金が落

ちるようにということで、誘致を進めてきたと

ころなんですけども、実際やっていまして、宿

泊ですとかお土産物販売とか、実際に効果が大

きいということで、今後、こちら、いろんなス

ポーツ大会を誘致して、人――選手だけじゃな

く観覧者あたりも呼び込むことで、経済の活性

化につなげていこうということで、こちらに力

を入れていくために、じゃあどういった競技が

八代でその大きな大会ができるのかとか、どう

いう層の試合ができるのかとか、あるいは、実

際に手が挙がったときに、宿泊の準備を誰がす

るかとか、お昼御飯の手配をスムーズに行える

んだったらば来てくれるんじゃないかとか、そ

ういったこといろいろですね、八代のその関係

の事業者さん、スポーツ競技の関係者さん集ま

ってそれを進めていくための、スポーツコミッ

ションというのをつくるということで、その準

備経費にですね、国のほうが補助制度を持って

ましたので、売り込むためのパンフレットであ

ったり、実際先進地がどのような活動を行って

いるか、設備を持ってるかの視察に行ったり

と、そういう経費で少し多めになっておりま

す。 

 こちらの九州大会のほうは個別の大会ですの

で、実際に大会運営等に係る経費については、

当初予算のほうで間に合いますので、こちらの

実行委員会のほうで検討しながら、必要なもの

は当初予算のほうに組み込んでいくということ

で準備を行っておりますので、御理解をいただ

ければと思います。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１４号・令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１２号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４９分 本会） 

◎議案第１２０号・令和２年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 
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 次に、議案第１２０号・令和２年度八代市水

道事業会計補正予算・第１号を議題とし、説明

を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）水道局の松田でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明のほうさせていただ

きます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 議案第１

２０号・令和２年度八代市水道事業会計補正予

算・第１号について御説明いたします。 

 別冊になっております、予算書の１ページを

お願いします。 

 今回の補正は、債務負担行為の設定でござい

ます。令和３年４月１日から執行すべき業務で

ございまして、年度開始前に入札等の契約事務

を行うため、債務負担を設定するものでござい

ます。 

 ３ページの、債務負担行為に関する調書をお

願いします。 

 今回設定する債務負担行為の事項は、水道事

業水質検査業務委託で、毎年入札で請負業者の

選定、契約を行っております。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２０号・令和２年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１２１号・令和２年度八代市簡易水道

事業会計補正予算・第４号 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第１２１

号・令和２年度八代市簡易水道事業会計補正予

算・第４号を議題とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 引き続き、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、また着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 議案第１

２１号・令和２年度八代市簡易水道事業会計補

正予算・第４号について御説明します。 

 別冊になっております、予算書の１ページを

お願いします。 

 今回の補正は、債務負担行為の設定でござい

ます。先ほど八代市水道事業会計補正予算・第

１号でも御説明しました内容と同じで、令和３

年４月１日から執行すべき業務で年度開始前に

入札等の事務を行うため、債務負担行為を設定

するものでございます。 

 ３ページの、債務負担行為に関する調書をお

願いします。 

 今回設定する債務負担行為の事項は、簡易水

道事業水質検査業務委託で、毎年入札で請負業

者の選定、契約を行っております。 

 以上で説明終わります。御審議方よろしくお

願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２１号・令和２年度八代市簡易水道

事業会計補正予算・第４号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢どうもお世話になりました」と呼ぶ者あ

り） 

（午前１０時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５４分 本会） 

◎議案第１２３号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１０号（関係分）） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 それでは、議案第１２３号・令和２年度八代

市一般会計補正予算・第１０号中、当委員会関

係分に係る専決処分の報告及びその承認につい

てを議題とし、説明を求めます。 

 まず歳出の第５款・農林水産業費について、

農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） それでは、議

案第１２３号・専決処分の報告及びその承認に

つきまして、令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１０号中、当委員会に付託をされており

ます第５款・農林水産業費につきまして、中村

次長に説明いたさせますので、御審議方よろし

くお願いいたします。 

○農林水産部次長（中村道久君） 農林水産部

次長の中村です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１２３号・専決処分の報告

及びその承認について、令和２年度八代市一般

会計補正予算・第１０号中、当委員会に付託さ

れました農林水産部関係分につきまして、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中村道久君） 議案書の１

４ページをお開きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額２７１４万２０００円を

計上し、補正後の金額を１１億３３７９万１０

００円とするものです。 

 これは、担い手づくり総合支援交付金事業と

して、令和２年７月豪雨災害により被害を受け

た農業者が農業経営を維持していくために必要

な農産物の生産施設等の復旧や、農業用機械等

の再取得に要する経費の一部を補助するもので

す。補助率については、国、県、市合わせて９

割になります。 

 対象は、二見２件、日奈久２件、坂本７件の

計１１件で、事業内容は、トラクター、コンバ

イン等の再取得、修繕や農舎、防護柵等の修繕

で、事業費３０２０万７０００円に対し、補助

金２７１４万２０００円を予定しております。 

 なお、特定財源としましては、県支出金２１

１１万６０００円を予定しております。 

 以上で一般会計補正予算・第１０号中、農林

水産部関係分についての説明を終わります。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で第
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５款・農林水産業費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５８分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） それで

は、議案第１２３号・令和２年度八代市一般会

計補正予算・第１０号の専決処分について、当

部関係分について松延次長より説明いたしま

す。よろしくお願いします。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 経済文

化交流部、松延でございます。よろしくお願い

します。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） それで

は、議案第１２３号・令和２年度八代市一般会

計補正予算・第１０号中、経済企業委員会付託

分のうち経済文化交流部関係を説明いたしま

す。 

 議案書の１ページをお願いします。 

 議案第１２３号・専決処分の報告及びその承

認についてでございます。 

 内容は、令和２年度八代市一般会計補正予算

・第１０号で、９月定例会後に新型コロナウイ

ルス感染症の新たな支援対策等を行う必要か

ら、令和２年１０月２日に専決処分を行ったも

のでございます。 

 ７ページをお願いします。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額２億８７６０万円を増額し、補正後の額を３

０億１６９８万２０００円としております。 

 次に、１４ページをお願いします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で、補正額２億８７６０万円を増額し、補

正後の額を２０億４７５５万５０００円として

おります。 

 財源は、国からの新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金と、県からの新型コロ

ナウイルス感染症対応総合交付金を２分の１ず

つ充てることとしております。 

 説明欄の、新型コロナウイルス感染症対策事

業、アドバイザー育成・派遣事業の１７６０万

円は、市民の皆様が安心して飲食店などを利用

できる環境を整えるための感染予防支援策とし

て、感染予防対策アドバイザー育成・派遣事業

の実施に係る経費を計上しております。 

 具体的には、本年１０月から来年２月まで八

代商工会議所へ業務委託し、アドバイザー育成

講座の開催や、市内全域の飲食店や小売業等の

店舗へアドバイザーを派遣し、感染予防対策の

支援、指導や周知・啓発活動を実施するととも

に、感染対策を施した店舗へのぼりとステッカ

ーを交付するものでございます。 

 続きまして、説明欄の同事業・予防対策支援

・拡充の２億７０００万円は、八代市新型コロ

ナウイルス感染症予防対策支援補助金事業の対

象事業所等を拡充し、新たに予防対策支援事業

を実施するための経費を計上しております。 

 対象業種、事業所については、９月末まで

は、市内の店舗や学習塾、スポーツクラブなど

約２６００事業所を対象としておりましたが、

１０月からは、農林漁業者以外の全業種まで拡

充し、市内のほとんどの事業所となる約５５０

０事業所まで増やしております。なお、農林漁

業者の方は、国の経営継続補助金制度を利用し

ていただくようにしております。また、補助上

限額が１０万円に増額し、消耗品費や備品等以

外の換気扇等改修工事も対象に、来年１月末ま

で事業を実施しております。 

 説明については以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部
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分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、新型コロ

ナウイルス感染症のアドバイザーの関係です。

いろんな飲食店回っておられるとかって話あり

ました。これ何名でやっておられるのかってい

うやつと、あと、商工会議所のほうがその講座

を実施されてるんですよ、アドバイザー育成す

る講座をやってるんですよって話だったんです

けども、何回ぐらいもう開催されてるのかと、

何名ぐらい受講されてるのか、その講座を受け

ればアドバイザーなれるのか。委託料の１７６

０万について、その内訳、ざっくり教えてくだ

さい。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。よろ

しくお願いします。 

 まず、アドバイザーの件でございます。育成

セミナーは今現在２回開催されておりまして、

２０名程度受講されてるという状況で伺ってお

ります。 

 それと、積算……。（委員野﨑伸也君「あ

あ、すいません、しゃべってよかですか」と呼

ぶ）すいません。メモが間に合わなかったん

で、はい。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。先ほど何

名でこの回っておられるのかっていうやつが１

点ですね。それと、２０名今参加されたってい

う話だったんですけど、これを受けたらアドバ

イザーになれるのかと、委託費１７６０万のざ

っくりとした内訳。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 回ってらっしゃるのは、アドバイザー育成講

座を受講された２名～３名の方が。（委員野﨑

伸也君「受講された方ですね」と呼ぶ）はい。

アドバイザーの研修を受講された２名～３名の

方が、回ってらっしゃるということでございま

す。 

 と、大体２０件程度、１回に２０件程度ぐら

いを目標に回ってらっしゃるということでお伺

いをしております。 

 と、１７６０万の主なものでございますが、

一番大きなものといたしましては、アドバイザ

ーの人件費、いわゆる実際に回られるときの保

険とかですね、そういうのお願いしております

ので日当と、さらには、事業周知用のチラシ、

さらに、のぼり旗とかですね、シールとか、そ

の辺りの印刷製本費等が主なものでございま

す。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 今、講座受講された方から二、三名の方が回

っておられるというようなことでしたけれど

も、これは、どのような。まあ２０名受けられ

て、２～３名ってことは１割ぐらいですかね。

全員の方がその行きたいとかって言ったら行け

るんですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 ちょっと私の説明があれだったみたいで。受

けられた方が、二、三名ごとにグループを組ん

で回ってらっしゃるというような形です。（委

員野﨑伸也君「グループですね」と呼ぶ）です

ので、日によっては８グループとか１０グルー

プとかいう形になるかと思いますけど、そうい

う形で回っていただいてるという状況でござい

ます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ある意味、ボランティア的に何かこう受けてい

ただいて、その方がチーム組んでから回ってい

ただいてるというようなことで理解しました。

ありがとうございました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（上村哲三君） 全く野﨑議員と同じこ

とを尋ねたかったんですが、説明では、１０月

から来年の２月までっていうこと、半年ですよ

ね。半年で割ったら大体月額２９０万ですよ
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ね。ボランティア的であるということは考えら

れんので、延べ人数っていう動いた延べ人数で

大体計算したら、この数字になるんですか、月

額２９０万っていう。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 すいません、先ほどのものも含んでちょっと

訂正をさせてください。先ほど人件費というふ

うに申しました。この中には、ボランティアじ

ゃなくて、出ていただく方に日当お支払いをし

ていただくようにしております。それと回る際

の保険という形になるもんですから、その部分

が一番上がってるということで、グループを組

んでいただくと、日当と保険と、という形で丸

ごとで上がってるということで御理解いただけ

ればということであります。 

 以上です。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（上村哲三君） これ後日で結構ですか

ら、商工会議所から詳細な資料もらえません

か。稼働日数と人数と、保険と、それから人件

費の割合。ちょっとこう、ちょっと、さっきの

話だけではちょっと高額な感じがするんでね。

私だけでしょうかね、そう思うのは。まあいい

ですよ、後の資料という資料請求をお願いした

いと思いますが、委員長。 

○委員長（村川清則君） ああ。（委員上村哲

三君「みんなに尋ねんば。よか、よか、もう説

明よか」と呼ぶ） 

 ただいまの資料請求の意見が出ましたけれど

も、いかがいたしましょうか。（委員山本幸廣

君「答弁したら、説明したら。概略理解できる

っじゃなっか。俺理解しとるばってん。そこま

でせんでもよかっじゃなかっか」と呼ぶ） 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 すいません、私の説明が悪かったみたいで申

し訳ありません。１７６０万の内訳で、人件費

の分が５００万になります。５１５万５０００

円という形でいただいております。割る、１

０、１１、１２、１、２で割りますと、大体１

００万ぐらいというような形で、割りますとな

るっていう状況でございます。すいません、説

明がまずく、申し訳ありません。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 補足にな

りますけども、こちらの事業は、県のほうから

も補助金を頂きまして、市が半分と県と半々で

実施するんですけども、市が、あくまでも実施

主体は市でございます。市がこれは必要だとい

う中身について委託に出したということでござ

いますので、その仕様に基づいて商工会議所、

受託された商工会議所が実施をされるというこ

とですので、中身の、人件費に当たります分で

すとか、いろんな消耗品を購入する、旗とかで

すね、そういったステッカーとか、そういった

ものの経費につきましても、うちで積算をした

ものについて予算化しておりますので、中身に

つきましては市のほうが責任を持って、実績報

告あたりですね、確認させて、また後ほどこう

いう状況でやっとりますということは報告させ

ていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。

（委員上村哲三君「はい、はい。そこまで言え

ば資料請求せん」と呼ぶ）ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２３号・令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１０号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認については、承認

するに賛成の方の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

                              

◎議案第１３５号・八代市企業立地促進に関す

る固定資産税の課税免除を定める条例の一部改

正について 

○委員長（村川清則君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 それでは、議案第１３５号・八代市企業立地

促進に関する固定資産税の課税免除を定める条

例の一部改正についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課の田中でございます。着座

にて説明させていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 それでは、議案第１３５号・八代市企業立地

促進に関する固定資産税の課税免除を定める条

例の一部改正について御説明をいたします。 

 議案書の３７ページをお願いいたします。 

 議案第１３５号・八代市企業立地促進に関す

る固定資産税の課税免除を定める条例の一部改

正についてでございます。 

 この条例は、本市における企業の投資に対す

る優遇策の一つであります、５年間の固定資産

税の課税免除を規定したものでございます。投

資を行った企業が、地域経済牽引事業計画とい

うのを県に提出し県知事の承認を受けた場合、

適用するとしておるものでございます。 

 内容につきましては、お配りしております、

別紙のですね、Ａ４の１枚物のほうをちょっと

御覧いただければと思います。 

 １番目に、新旧対照表としております。これ

は、中にございますが、引用元の地域経済牽引

事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に

関する法律の、上から申しますと、第１７条が

１８条にずれた、第２５条が２６条に条項が１

つ繰り下がったために、本市の条例の該当部分

の改正を行ったというものでございます。 

 適用日につきましては、引用元の地域経済牽

引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

に関する法律の適用日に合わせておりまして、

１０月１日というところにしておるものでござ

います。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３５号・八代市企業立地促進に関す

る固定資産税の課税免除を定める条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退出ください。小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１１時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２０分 本会） 

◎令和元年発議案第１３号・日本一のやつしろ

産トマトをはじめ、やつしろのすべての農産物

の消費拡大推進条例の制定について 

◎発議案第２号・八代市農林水産業振興条例の

制定について 
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○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、前の定例会から継続審査となっており

ます、令和元年発議案第１３号・日本一のやつ

しろ産トマトをはじめ、やつしろのすべての農

産物の消費拡大推進条例の制定について、及び

発議案第２号・八代市農林水産業振興条例の制

定については、関連がありますので、本２件を

一括議題とし審査を行い、採決については個別

に行うことといたしますので、よろしくお願い

いたします。 

 要旨は文書表のとおりです。 

 それでは、本２件について協議を行いたいと

思います。 

 なお、皆様御承知のとおり、条例議案につい

ては原案に対し修正等を行うことはできませ

ん。原案を修正する場合は新たに、修正案とし

て発議する必要がございます。その点を踏まえ

まして、御協議いただきますようお願いいたし

ます。 

 質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） まず、発議案第１３号

・日本一のやつしろ産トマトをはじめ、やつし

ろのすべての農産物の消費拡大推進条例の制定

についてということと、あわせて、第２号のや

つですね、八代市農林水産業振興条例の制定に

ついてということで、これまでも委員会の中

で、いろいろとですね、審議もしてきたという

ふうに思いますし、管内調査もですね、何回も

行ってきて、いろいろな関係団体の方々ともお

話をしてきたという中で、このどちらの条例の

中身もですね、つくられた方々の思いも入って

おりますし、関係団体の皆さん方の御意向もで

すね、十分に反映されたものというふうに思っ

とります。 

 ただ、しかしながらですね、非常に今トマト

もですね、まだ、まあ農林水産物の関係もそう

ですけれどもいろいろと、野菜の関係もそうで

すけれども、厳しい状況がですね、続いている

というような状況もありますので、早期にです

ね、やはり条例の制定をですね、進めていかな

きゃいけないなというふうに思っとります。 

 そういった中で、この委員会の中でもですね、

いろいろとけんけんがくがくやってきたんです

けれども、結果的にこの２つのいいところをで

すね、なかなか１つにやっていこうというよう

な作業をですね、どんどんやってきたというふ

うに思っとりますんで、そういった審議の方向

性もですね、だんだん見えてきたというふうに

思いますんで、できればですね、この２つにつ

いては一旦、審議未了というようなところで諮

っていただければなというふうに思っとりま

す。まあ、いろいろな委員会の中で話の中で、

２つについていいところ悪いところ、――まあ

悪いところはないんですけれども、お互いにで

すね、いいところを取り寄って１つのという話

でですね、ずっと進めてきたというのもありま

すんで、できればまず一旦これはもう白紙に戻

すというような形で、審議未了で行っていただ

ければなというふうには思います。早急にです

ね、新たなこの農林水産物の振興条例というも

のをですね、やはり制定していくべきだという

ふうに思っとりますので、委員会のほうでそう

いうような取り計らいのほうですね、していた

だければというふうに思いますので、まずは一

旦ここで白紙に戻していただければというふう

に思ってます。審議未了でお願いしたいという

ふうに思います。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、ただいま

野﨑委員から審議未了を求める意見がありまし

たので、審議未了について採決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 令和元年発議案第１３号・日本一のやつしろ
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産トマトをはじめ、やつしろのすべての農産物

の消費拡大推進条例の制定については、閉会中

継続審査の申し出をしないこと、並びに結論を

得るに至らなかったこと、すなわち、審議未了

とするに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 次に、発議案第２号・八代市農林水産業振興

条例について、に対する御意見等はございませ

んか。（｢もう一緒」と呼ぶ者あり）先ほどの

意見と同じで、はい。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、先ほどと

同じく、委員から審議未了を求める意見があり

ましたので、審議未了について採決いたしま

す。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 発議案第２号・八代市農林水産業振興条例の

制定については、閉会中継続審査の申し出をし

ないこと、並びに結論を得るに至らなかったこ

と、すなわち、審議未了とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 次に、本委員会に付託となっている請願・陳

情はありませんが、郵送にて届いております要

望書については、写しをお手元に配付しており

ますので、御一読いただければと存じます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２７分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（熊本県立八代農業高等学校との連携協力に関

する包括協定について） 

（農業委員会委員等の改選について） 

（株式会社トーヨーの株式追加譲渡について） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件です。このうち、産業

・経済の振興に関する諸問題の調査に関連し

て、３件執行部からの発言の申し出があってお

りますので、これを許します。 

 まず、熊本県立八代農業高等学校との連携協

力に関する包括協定についてをお願いいたしま

す。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 農

林水産政策課、豊田でございます。どうぞよろ

しくお願いします。 

 それでは、熊本県立八代農業高等学校との連

携協力に関する包括協定について御説明を申し

上げます。着座にての説明をお許しください。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） は

い。それでは、資料に基づきまして御説明申し

上げます。 

 熊本県立八代農業高等学校との連携協力に関

する包括協定につきましては、目的といたしま

して、八代市の未来の農業者の育成及び確保の
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ための相互協力を行っていきましょうというと

ころで、今回包括協定を結んだところでござい

ます。 

 連携事項としまして、２番目でございます。

まず初めに、農業の新たな学びの場、括弧とい

たしまして八代農業塾の創設、それと運営とい

うことございます。２番目に、就農者のスキル

アップ、農業技術の向上ですね、そういったも

のを目指しましょう。３番目に、就農を希望す

る生徒の就農支援を行っていきましょう。４番

目に、そういったもので八代地域の農業の振興

につなげていきましょう。そういった施策を、

事業を展開していきましょうというところでご

ざいます。 

 締結日が、令和２年１１月１９日でございま

す。期間は、締結の日から令和５年３月３１日

までとしております。ただし、双方異議がない

場合は、また自動的に継続するということで協

定結んでおります。 

 その中で、連携事項の１番目で説明いたしま

した八代農業塾につきまして、まず、事業、活

動を始めましたんで御説明申し上げます。 

 八代農業塾の目的といたしましては、経験の

浅い若年農業者や就農を希望する高校生等――

これ、もう一般の市民も含めているところでご

ざいます。それらを対象としました研修を行

い、個々の農業技術の向上及び農業知識の習得

を図ることにより、次世代の本、――すいませ

ん、市が間違っており申し訳ございません、本

市農業を支える農業者の確保、育成、定着を目

指すということを目的としております。 

 組織構成としまして、塾長を八代市長、副塾

長を八代農業高等学校長、事務局を、この事業

の事務局でございますが、総括で八代市担い手

育成総合支援協議会の担い手育成部会というも

のございます。こちらで、事務局、総合的な事

務局を行ってまいります。 

 この担い手育成支援総合協議会は、八代市農

業委員会、八代地域農業協同組合、八代市認定

農業者連絡協議会、熊本県農業共済組合八代・

芦北支所、熊本県立農業高等学校、熊本県南広

域本部、八代市で構成している団体でございま

す。 

 ３番目に開講式でございます。期日が、令和

２年１１月２１日午前１０時に開講しておりま

す。場所は、熊本県立八代農業高等学校農場管

理実習室で行いました。今回の開講式への参加

は２２名でございます。高校生、八代農業高校

の１年生から３年生までの学生、高校生が２１

名、それと、今年度で農業大学校を卒業見込み

で八代市在住で八代で就農したいと希望してい

る学生１名が参加、これは八代農業高校のＯＢ

でもございますが、こちらが参加しておりま

す。 

 実施計画でございますが、別紙を参照くださ

い。 

 １１月２１日から、開講式の後、ドローンの

講習、ドローンによる薬剤散布の講習を行って

ます。１２月５日には、農業関係の税務研修を

行っているところでございます。今度１９日に

は、熊本県の農業普及・振興課の職員によりま

して、病害虫論、農薬の取扱いなど、そういっ

たものを具体的に講義していくところでござい

ます。 

 農業高校が実施しておりますカリキュラム、

それ以上に現場で実際行われている農業の栽培

技術など、そういったものをここで紹介してい

きたいというところで考えております。このよ

うな内容で、今年度はスケジュールを組んでお

るところでございます。 

 また来年度も、このような内容で、実際八代

の農業を紹介しつつ、農業の現場の実態などそ

ういったものをですね、八代での就農を希望す

る方々に講義をしていければと、そして、就農

者の技術向上に役立てたいというところで考え

ているところでございます。 
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 八代農業塾、以上でございます。 

○委員長（村川清則君） 本件について、何か

質疑、御意見等は。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、すごいす

ばらしい事業やられるんだなっていうふうに思

い、もうやってるんだなっていうふうに思いま

した。 

 先ほど一般市民の方のも広く募集していきた

いんだっていう話だったんですけれど、その募

集要項っていうか、何歳ぐらいまでとかいうの

が決まってんのかどうかっていうことと、あ

と、そのＰＲ方法だというふうに思います。あ

と、すいません、これ事業費っていうのはどう

いったところから出てるんですかねっていうと

ころです、すいません。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） ま

ずですね、事業費について御説明いたします。 

 これは、補助要綱定めまして八代市からこの

担い手育成支援総合協議会への補助金と、事業

補助金ということで交付しております。今年度

は、年度途中でもございますので、カリキュラ

ムに講義をいただきます方の報償費、謝礼、そ

ういったものを予定しております。（委員野﨑

伸也君「幾らで」と呼ぶ）３６万。約３６万円

ということで予算措置しております、はい。 

 対象者ですね。八代で就農希望されるってい

う方を含めましてですね、対象としてまいりた

いと思います。年齢制限は特にございません。

農業次世代人材交付事業の対象者、年齢制限が

ございません。極端な話、中卒からでも対象と

なるようなものでございます。あまりにも若年

でですね、技術がまだおぼつかない方々に、こ

ういう実際の技術を向上していきたいというと

ころで考えておりますので、若年の方はどしど

しですね、農業に希望を、魅力を感じて希望を

持てれるようなですね、対策として取り扱って

いきたいと考えております。 

 以上でございます。（委員野﨑伸也君「あり

がとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） １ついいですか。要

は、講師はおって受講者がいないという、こう

いう現状ならないように、ぜひとも努めていた

だきたいというこれはお願いであるし、また、

継続は力なり、単年度じゃなくしてから、令和

５年までにどういうような事業のカリキュラム

組んでですね、１年１年を見過ごした中で受講

者の増員等々、欠員が減少しないようなです

ね、対策をしていただきたいなというのは、今

までこういう受講してからほとんど減少してか

ら、あとは没んなった事例がたくさんあるんで

すよね。 

 そうならないようにまずは、担当の職員は大

変苦労ですけども、そこらあたりのやっぱ連係

プレーをしていただいて、すばらしい八代塾と

いうのがですね、成功の中で、その農業従事者

がたくさん、他県からも来ていただくようなそ

ういうような塾生、塾になって塾生になって、

塾の価値観というですか、すばらしい塾だった

なということをですね、日本全国に名を広げる

ようなですね、塾になっていただきたいなとい

うふうに思いますので、よろしくお願いをして

おきます。要望です。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） すばらしいものつく

り上げられたなと思いましてですね、いいなと

思ったんですけどですね、一般から募集ってこ

とはちょっと問題かなって思ってからですね。

例えば、農業後継者の人は農地があるからいい

けど、一般の方っていうとが農業をするってい

うのはですね、なかなかそういうことをできな

い今の日本の法律じゃなかろうかなというよう

に思いましたもんだから、その辺のところの、

何か裏づけとか、あるいはそういった、全然農

業経験なか人が農業するということのためのい
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ろんなそういう、マニュアルとかは、このカリ

キュラムにないようですけど、それはちゃんと

何か準備さるっとですかね。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） こ

の連携協定の中で御説明しました２番目の、

（３）就農希望する生徒の就農支援ということ

でございます。こちらの中でですね、このカリ

キュラムの中に、八代市が実施します、３月１

３日、就農支援制度というものをカリキュラム

の中へ入れております。 

 現在、就農を希望する方が、就農した場合ど

ういった問題があってどういった支援制度があ

りますよということを説明するものでございま

すが、その中でどうしても土地の問題が出てき

ますので、そういった問題がある方、土地がな

くてもこの八代市で農業したいという意欲のあ

られる方はですね、我々のほう、市のほうで、

農地の集積、そういった事業展開しております

が、そちらのほうに優先的にですね、配慮し

て、事業実施していきたいということで考えて

いるところでございます。（委員鈴木田幸一君

「そんなのがあっとですね」と呼ぶ）はい。

（委員鈴木田幸一君「はい、分かりました」と

呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で熊

本県立八代農業高等学校との連携協力に関する

包括協定についてを終了します。 

 小会いたします。 

（午前１１時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４０分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、農業委員会委員等の改選についてをお

願いいたします。 

○農業委員会事務局長（泉 宜孝君） 農業委

員会事務局長の泉でございます。 

 それでは、私のほうからは、本委員会所管事

務調査の項目、農業委員会委員等の改選につい

てを御説明させていただきます。大変恐縮です

が、着座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○農業委員会事務局長（泉 宜孝君） 平成２

８年４月に施行された農業委員会法の改正によ

りまして、平成３０年８月１１日に新制度の体

制となりました本市農業委員会は、令和３年８

月１日に次期改選を迎えることから、その準備

を進めているところでございます。 

 今後のスケジュールにつきましては、来年の

３月頃に、公募に関する記事を市報、ホームペ

ージに掲載いたします。３月下旬頃から約１か

月間の公募期間を設け、応募期間終了後に、４

月に、候補者評価委員会で候補者の評価を行

い、評価委員会はその結果を市長に報告し、任

命候補者の決定に伴い選任議案を作成いたしま

す。 

 農業委員会等に関する法律では、農業委員は

市長が議会の同意を得て任命する任命制となっ

ていることから、６月議会において、任命につ

き同意を求める案を提出いたします。同意が得

られましたら、８月１日に、市長が農業委員の

任命を行います。同日に、推進委員につきまし

ては、新たに選任された農業委員会より委嘱を

する運びとなります。 

 平成３０年８月１日に新制度の体制となりま

した、現在の農業委員会の定数は、農業委員が

１９名、農地利用最適化推進委員が２９名とな

っております。 

 以上が今後のスケジュールとしております

が、前倒しができる部分につきましては早めに

対処していきたいと考えております。 

 次に、改選に当たっての現状と課題について
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申し上げます。 

 本市及び農業委員会では、国の目標である令

和５年度の担い手への農地集積率８割を目指

し、令和元年度の時点での市の農地集積率が６

７.６％となっておりますが、平成３０年度よ

り新体制となった農業委員並びに農地利用最適

化推進委員を中心に、農地利用の最適化に現在

も取り組んでいるところでございます。また、

担い手への農地集積を進めることは、耕作放棄

地の発生の未然防止にもつながっております。 

 一方で、課題としましては、農地利用最適化

推進委員１人当たりの担当面積は平均２２０ヘ

クタールと広範囲にわたり、一部、委員さんの

ほうからは、負担が大きいとの声も上がってお

ります。 

 これらの問題解決には農業委員会の活動が重

要性を増しており、時期改選に当たり、委員の

活動の負担軽減等の方法を検討し、あわせて、

委員への研修の充実を図り、担い手への農地集

積を加速させ、地域の農地が放棄されない体制

づくりを目指すこととしております。 

 以上で農業委員会委員等の改選について御報

告申し上げました。私のほうからの説明は以上

でございます。 

○委員長（村川清則君） 本件について何か質

疑、御意見等はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で農

業委員会委員等の改選についてを終了します。 

 小会いたします。 

（午前１１時４４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４５分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、株式会社トーヨーの株式追加譲渡につ

いてをお願いします。 

○東陽支所長（上村英司君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）東陽支所の上

村でございます。 

 株式会社トーヨーの株式追加譲渡について御

説明させていただきます。委員の皆様方にお配

りしてあります、資料に沿って説明をさせてい

ただきます。説明は着座でお願いします。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○東陽支所長（上村英司君） 株式会社トーヨ

ーについては、平成３０年１月５日付で、本社

大分にございます九州興和開発株式会社と、八

代市の持ち株５３５９株のうち約７割の３７０

０株を、１株７６５９円、合計の２８３３万８

３００円で株式譲渡契約を締結、その契約の

際、５年後をめどに、八代市の所有する株式残

り１６５９株のうち、１１０９株を譲渡すると

しておりました。そして、同年２月１日に株式

の譲渡を行い、株主総会において、代表取締役

に吉岩拓弥社長が、取締役に田中副市長ほか２

名の方が決定いたしました。その後、社名変更

により、やまなみクリエイト株式会社となって

おります。 

 今回の経緯ですが、令和元年９月１２日に、

株式会社トーヨーの顧問税理士であります日隈

氏より連絡が入りました。やまなみクリエイト

株式会社から現在、株・トーヨーの業績が上向

きであり、可能であれば、契約にあります５年

後をめどに譲渡するを、前倒しで株式の譲渡が

できないでしょうか、また、可能であれば残り

全ての株の譲渡をとの連絡がございました。 

 それを受けまして、市長、副市長を含め執行

部で検討いたしました結果、譲渡の時期を早め

ることは問題ないが、譲渡する件数について

は、第三セクターとしての市の関与を残すた

め、当初の契約どおり１１０９株を譲渡すると

いう決定に至り、先方にその旨を伝え、譲渡契

約の協議に入りました。 

 今回は、コロナウイルス感染症の影響もあ

り、先方とはウェブ会議やメールによる協議を

進めてまいりましたが、令和２年２月２７日、
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先方より評価額７７７９円の提示がありまし

た。これを受け、市でも税理士の指導をいただ

きながら検討、試算した結果、８０７５円が適

正ではないかと判断し、先方に提示をいたしま

した。その後、数回のメールでの協議を行い、

本年８月２８日に、先方より八代市の提示額８

０７５円での譲渡契約をお願いしたいとの連絡

を受け、本年９月２５日、東陽支所に吉岩社長

をお迎えし、今回分の譲渡契約締結と株式の譲

渡を行いました。 

 譲渡株数は、八代市保有株数１６５９株のう

ち１１０９株を譲渡、譲渡額は１株８０７５円

の１１０９株で、８９５万５１７５円での譲渡

です。株式会社トーヨーの発行株式数は５４５

９株であり、譲渡後の保有株数は、やまなみク

リエイト株式会社が４９０９株、八代市が５５

０株、約１割となります。 

 以上で株式会社トーヨーの株式追加譲渡につ

いての説明を終わらせていただきます。よろし

くお願いします。 

○委員長（村川清則君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、先方から

譲渡してもらいたいっていうようなお話があっ

たっていうような理由で、業績が上向きである

ためっていうような話でしたけれども、何かそ

の市の発言とかその関与っていうのを避けたい

がために、こういうふうな譲渡申入れとかって

いうのがあったんじゃないんですか、違うんで

すか。 

 というのが、思うのが、譲渡する、されると

きも、ここで働いてる方はそのままちゃんと継

続契約で雇ってくださいねっていうような話だ

ったですよね。（東陽支所長上村英司君「は

い」と呼ぶ）それもちゃんと今後も継続されて

いくのかっていうのを心配してるんですよ。そ

こら辺のところどうです。（｢指名せんと」と

呼ぶ者あり） 

○東陽支所長（上村英司君） すいません。今

の質問ですが、現在、株・トーヨーの経営状況

は上向きというのはですね、株譲渡を受けられ

てから、それまでがマイナスの経営状態だった

んですが、明くる年からプラスの４８３万と、

今年度も上がってはおりますが、今年はコロナ

ウイルスによりまして業績のほうがちょっと落

ち込んでおるということですが、現在あそこ、

従業員数も正社員１２名、パートが１８名の３

０名、うち、八代市内の方が２２名で東陽も１

０名の方が今現在で従業員として雇われており

ます。 

○委員（野﨑伸也君） そういった、私心配で

言ったんですけれども、そういうことは八代市

としてないと判断して今回譲渡されたんです

か。 

○東陽支所長（上村英司君） 今の質問です

が、副市長、市長とも協議した結果で、今現

在、営業も順調にきており、社長ともそのよう

な話を、株主総会とかのときもですね、副市長

とも話をされておりますので、現在の状況でま

だ続くものということで判断をされておりま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 私心配しとった、継続

でずっと八代市の人たちが働けるような環境が

継続されるということで、間違いありません

か。 

○東陽支所長（上村英司君） はい。間違いな

いと判断しております。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） 関連でよろしいです

か。間違いありませんっていうことなんですけ

ども、それについての覚書か何か出し、担保取

っとるんですか。 

○東陽支所長（上村英司君） 今の質問です

が、当初の株式譲渡の際に覚書を交わしておら

れます。（｢それだけで」と呼ぶ者あり） 

○委員（山本幸廣君） それは知っての上で質
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問しよるわけですよ。（東陽支所長上村英司君

「ああ、すいません」と呼ぶ）それは譲渡を、

このトーヨーの問題はですね、いろいろと問題

をクリアしながら現在があってるわけなんです

よね。（東陽支所長上村英司君「はい」と呼

ぶ）もうはっきり言っていろんな事情がありま

した。等々、議会でも審議しながらですね、も

うはっきり言って会社を、もうはっきり言って

完全譲渡したらどうかということを、よそに売

ったらどうかということもですね、議論した中

での現在に至ってるわけです。 

 そこでですね、株式をこれだけ追加譲渡する

ということはですね、もう実質上はですね、こ

の会社の社長のものとほとんど変わらないんで

すよ。何があってもですね、うちは５５０株し

かない、１割しかないもんですから。これ３割

ぐらいならですね、物言われるんですけども、

１割というのはもうほとんどですね、発言権も

なくなるような状況でですね、何もかも、だか

ら、だから今心配して、その覚書には地元雇用

というのはこれから継続していかれるんでしょ

うかというのを心配なことなんですよね。これ

はもう社長がするごつですよ、はっきり言って

から。 

 そういうことでありますので、議会としては

ですね、この追加の譲渡については、まあ市長

なり副市長のその御判断だったわけであります

からですね、賛成をしますけども、そこらあた

りの心配があったというのはですね、支所長と

して、今日委員会としてですね、そういう心配

があったっていうことは、ぜひともですね、心

に銘じていただきたい、そのように思います。 

 なぜならばっていうのは、今ほとんどこの不

景気、景気が悪い状況ん中で、こういう会社の

流れってのは多いんですよね。まあ新聞紙上見

てのとおりですよ。はっきり言って倒産、破産

をするという状況なったときにどうなるかとい

うことを考えて行政は、しっかりした追加の譲

渡というのは真剣に捉えていただきたかった

し、だけどもうこれは実際としてそういう状況

でありますので、まあ賛成はいたします。そう

いうことでよろしくお願いしておきます。これ

要望ですから。 

○委員長（村川清則君） 意見として。 

○委員（山本幸廣君） 意見です。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で株

式会社トーヨーの株式追加譲渡についてを終了

します。 

 執行部は御退出ください。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

○委員（山本幸廣君） よろしいですか。着座

のままですけども。 

 先ほど来、発議案の、条例について、１３号

のですね、日本一の八代産トマトをはじめ、八

代産全ての農産物の消費拡大推進条例のと、八

代市農林水産業振興条例がですね、先ほど審議

未了という形になりました。 

 そこで、この条例については、大変議員全員

の皆さん方が御審議しながらですね、最終的に

は、審議未了になったわけでありますが、ここ

らあたりの２つの条例の中身をですね、今の八

代市の全ての農産物の価格低迷の状況見ながら

ですね、議員の皆さんといろいろと意見交換し

ながらですね、新しい発議案の提案というもの

をですね、この条例を発議、条例案をですね、

つくってみましたので、そこらあたりについ

て、ぜひとも委員に配付をさせていただきたい

と思います。よろしいでしょうか。 

○委員長（村川清則君） はい。 

○委員（山本幸廣君） では事務局、配付して

ください。 

○委員長（村川清則君） では、はい、お願い
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します。 

（資料配付） 

○委員（山本幸廣君） 全員今配付をいたしま

した、新しい条例、発議案、発議でありますけ

ども、まず趣旨を少し皆さん方に説明をして、

（聴取不能）等については紙面を見ていただけ

ればと思いますので、よろしく御理解していた

だきたいと思います。 

 八代市の農林水産業は、その豊かな自然と温

暖な気候を生かしながら、安心で安全な農林水

産物を生産をし、全国有数の食料供給基地とし

て名をはせてきました。特に八代産冬春トマト

については、日本一の耕作面積を誇っている。 

 しかしながら近年、農林水産物の価格低迷及

び燃油をはじめとする資材の高騰による生産コ

ストの増大等は大きな問題となっている。さら

に、健全な食生活に対する市民意識の高まりな

ど、農林水産物及び農山漁村を取り巻く環境は

大きく変化をしてきている。 

 このため、農林水産業を正しく理解をし、か

つ、国土の保全、水源の涵養や自然環境の保全

に寄与している農山漁村に対する市民の役割を

深めるとともに、経済の循環や地域の活性化を

促進をし、市民の郷土愛を育むような取組が重

要であると。 

 ここに、市、生産者、事業者及び市民が自ら

担う役割を定め、広く市民に食と農林水産業及

び農山漁村の振興に関する基本的な理念及び政

策の方向性を示し、その取組を総合的かつ計画

的に推進するため、この条例を制定すると。 

 という条例案を、皆さんと一緒にですね、発

議をしたいと思いますので、どうかよろしくお

願いしたいと思います。 

○委員長（村川清則君） 小会いたします。 

（午前１１時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 ０時０２分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 ただいま条例に関する発議についての御意見

がございましたが、本件に関して御意見等はご

ざいませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、ただいま

山本委員から、八代市農林水産物振興条例

（案）を本委員会で発議したいという意見がご

ざいました。本委員会のメンバーで議員発議と

して提案いたしたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 案文につきましては、事務局と調整すること

とし、後日発議の手続を取らせていただきます

ので、御了承願います。 

 なお、趣旨弁明はどなたにお願いいたしまし

ょうか。 

○委員（田方芳信君） やはり、発議者として

はですね、第一人者であります、山本議員のほ

うでよろしくお願いをいたします。 

○委員長（村川清則君） よろしいでしょう

か。（｢趣旨弁明よね」と呼ぶ者あり）はい。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） それでは、山本委員

に趣旨弁明をお願いいたします。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。これをもって、経済企業委員会を…

…。 

○委員（上村哲三君） １つよかですか。所管

事務調査の継続はですね、それでよかですけ

ど、実は、現在ですね、市ノ俣、横様地区がで

すね、道路並びに山腹崩壊によりですね、通行

不能で、避難の状態で誰も戻れていません。そ

れが、大体来年３月って聞いとったのがです

ね、今月２８日（聴取不能）ですね、道路啓開

になるそうなんですよ。 

 建設環境委員会が、昨日ですね、そこで委員

会としての調査に行くということで、まだ日に

ちなんぞは決定してなくて、ただ行こう、行っ

ておかなければいけないだろうということで決

まったんですが、うちの所管にも関わるです

ね、農林水産業の絡みで、有害鳥獣の問題もで

すね、地元からはですね、声が上がってて、家

の中まで有害獣に荒らされてるとか、いろいろ

あっておるのでですね、経済企業委員会として

もですね、ちょっと日程調整のほうを執行部の

ほうとやってもらってですね、調査に行くべき

ではないだろうかというので皆さんに御認識を

していただいて、よい方向に進んでいただけれ

ばというふうに思いますが、皆さんにお諮りし

てもらえませんか、このことを確認を。 

○委員長（村川清則君） どんなですか。

（｢委員長で御検討いただければ」と呼ぶ者あ

り）ちょっと、日程を……。 

○委員（上村哲三君） うん、日程はよかっで

すよ。ただその認識を共有してくださいっちゅ

うことですよ。 

○委員長（村川清則君） 調整しながら、う

ん、ちょっと……。 

○委員（山本幸廣君） だけん委員長、内容的

にですね、市ノ俣もですけどもいろんなところ

もやっぱあるけんですね、そこらあたりについ

てはやっぱ、今上村委員が言われたように、市

ノ俣は特にですよね、ああいう状況で、散乱と

いうような状況で、説明聞いておりますので、

委員会としてはやっぱり調査すべきだと思いま

す。 

○委員長（村川清則君） はい。そこには行け

るようになるわけ。 

○委員（上村哲三君） それが啓開っていう

の。道路が開くっていうこと。 

○委員長（村川清則君） はいはい、分かりま

した。 

○委員（上村哲三君） だから、それがもうめ

どが立ちましたからという。（委員山本幸廣君

「２８日ぐらいになったけんで」と呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） それじゃあ、日程を

調整して……。（委員山本幸廣君「調整はもう

委員長、副委員長任せますよ」と呼ぶ者あり）

ちょっと後でまた。（｢はい。お願いします」

と呼ぶ者あり）行くように、ちょっと……。

（｢行くとを前提に任せます」と呼ぶ者あり）

はい、はい。（｢行くとじゃなくて調査をすべ

きであるっちゅう」と呼ぶ者あり） 

 それでは、以上で本日の日程は全部終了いた

しました。これをもって経済企業委員会を散会

いたします。 

（午後０時０６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和２年１２月１５日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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